













方法切一つ とし て 初期(3世紀,-__,7世紀）・中期(7世紀頃"-'8世紀頃）・後
期(8世紀"'13世紀前半頃）の3つに区分するものがある。初期密教では，陀羅








タント ラの実践は， ヨ ー ガ行者が最終的に目指す境地， 現世において仏とな
1 本稿は第58回印度学宗教学会学術大会課題研究において発表した内容を加筆 ・ 修正
し， 纏めたものである。
2 他にインド密教を分類する 方法として四つに分類する四分法， 五つに分類する五分
法がある。 四分法では， 所作タントラ ・ 行タントラ ・ ヨ ー ガタントラ・ヨ ー ギニー
タントラに分類される。 五分法では所作タントラ ・ 行タントラ ・ヨ ー ガタントラ ・ヨ ー
ゴー ッタラタントラ ・ ヨ ー ガニルッタラタントラの五つに分類される。 この中で後




ントラ ・ ヨ ー ガタントラ ・ 無上ヨ ー ガタントラの四つに分類され， 無上ヨ ー ガタ
ントラが後期密教に相当する。 プトンはさらに無上ヨ ー ガタントラを方便 ・ 父夕
ントラ， 般若 ・ 母タントラ， 双入不ニタントラの三つに分類している。 方便 ・ 父






















タ ー） の二つの儀礼から構成される。 その概要を森[2011: 181-184]に従っ
て説明するならば次のようである\
まず， アデイヴァ ーサナと呼ばれる儀礼が行われる。 そこでは用意したマン
ダラにプラティシュタ ーの対象となる尊像など及びそれを沐浴するための水瓶

















果物や財も供え， 最後に鏡を尊像に示す。 そして， 金剛薩埋が尊像を加持する
と思念し， プラティシュターの対象に招請した尊格がその中に長く留まるよう









る Ratnakarasanti の著し た 成 就 法 Bhramahara-ntima-Hevajrasadhana (以下
Bhramahara) の該当箇所を示したい。































・息災 (santika-) : 災いや不幸を取り除く
・増益 (pau�tika-) : 財や幸福の増進を目指す
．敬愛 (vasya-/ va菰ara9-a-) : 自分の思い通り にしたい相手を操る／和合・親
睦を図る。
9 tato gauritµ cauritµ yavan maiJ<;laladhipatitµ pratyekam anupUrvya dasasu dik�u 
nirantaratµ satµspharya, sattvanam arthatµ krtva, te�v eva satµhrtya, krtakrtyatµ 
m叫alatµ maiJ<;laladhipatitµ ca ni�prapa:ficasukhasamarpitatµpasyet. tatra gaurI kayasya 
bhUtapratyavek�ayatµsattv恥vyavasthapayati, caurI cittasya, vettalI vacal)., ghasmarI 
jfianasya, pukkasI kayasya samyagj証ne, sabarI cittasya, c叩<;lalI vacal)., <;lombI jfianasya. 
m叫alesvaras tu mahavajradharapade sattv血avasthapayati. .(Isaacson [2002: 59]) 
10 Bhramahara には「最初のヨ ー ガという名の三昧」・「最勝なるマンダラの王という
名の三昧」・「最勝なる行為の王という名の三昧」という三つの三昧 が説かれており，
成就法の内容がその三昧によって区分されている。 ただ， 観想を始める準備段階に
相当する箇処は「最初のヨ ー ガという名の三昧」に含めて よいのかどうか疑問であ
るが本稿では その詳細について触れないこととする。 なお， この三つの三昧 は
Bhramahara のみに説かれるものではなく， 他の成就法にも見られるものである。
11 例えば， Saroruhavajra 著 Hevajrasiidhanopiiyikii や Ratnakara頷nti 著 Hevajratantraへ
の 註 釈書 Muktiivalfの 中 に 説 か れ る成 就 法 に も 見 ら れ る。 Muktiivalfで は
Hevajratantra I . viii . 24への註釈の後にナイラー トムヤ ーの成就法 が説かれており，
その中でマンダラの女神たちが雲を発散して有情利益を行うという記述がある
(Tripathi & Negi [2001: 85]) 。
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14 Tsuda [1974: 113, 138]参照のこと。
15 インドにおける護摩の先行研究としては以下のものが挙げられる。 インド後期密
教を代表する学僧の一 人であるAbhay非araguptaが著したJyotirmaiijarfが挙げら
れる。 Jyotirmaiijarfは， マンダラ儀礼を扱うVajriivalfやマンダラ観想法 を説く
Ni�pannayo giivalfとともにAbhay非araguptaによる三部作の一 つとされている。 不
完全ながらサンスクリット写本が一本現存しており， 奥山直司教授による校訂テ
キストや日本語訳， 内容の紹介など一連の研究がある（奥山[1983a, 1983b, 1984,
1986, 1999])。 他に奥山教授の校訂テキストとチベット語訳に基づいた， 英語によ
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炉に火を起こし， 護摩を焚くことを意味している。 内的な護摩とは， 食べ物を
食べることなどと言われているが， これも無上の護摩と同様に詳しい内容につ
いて触れていない。 奥山[1984: 105]によれば， 食べ物の消化過程を護摩に
見立てる内的な護摩があると指摘されており竺 この内的な護摩もそれと同様






が 行われており（杉木[2010], Sugiki [2008] ) , 桜井[2006]では Maiijusrimitra
が説く死者儀礼文献を考察する中で Maiijusrimitra が説く護摩儀軌の内容に関し
ても検討している。 また桜井[2010] では聖者流の説く荼毘護摩に関する研究が




17 /bla med nail daii. phyi rol te/ / sbyin sreg dbye ba mam pa gsum/ (『中大丹』Vol.5, p. 66, 
116-7)
18 ye ses me lha phuii. po sogs/ /bud sin bsreg pa bla med yin/ /phyi rol sbyin sreg gis bsgres 
te/ /kha zas bzal). sogs nail gir bsad/ (『中大丹』Vol.5, p. 66, 118-10.) 
19 奥山[1999: 187]では， このような無上の護摩は『 大日経』以来の内護摩説を受け
継いだ理念の表明 であろうと解釈している。




の 内 容 を示 し て い る の かもし れ な い。 そ の 一 方で， Saroruhavajra 著
Hevajratantra 註 *Hevajratantrapaiijikapadminf-nama (以下 *Padminf) には内的
な護摩に関して次のように説明されている。
今， 内的な〔護摩〕の説明をしよう。 腑の蓮華の大きな炉に， そこにおけ
るチャンダー リ ーの般若の火を， 行為21の風によって燃やすことより恐れ
ることなく護摩をすべきである。 蘊や界などすべてを構想する。 実体の無
い乳木を燃やす。 絶え間ない大勺 (*patn-) によって， 完成した菩提心の
連続体である大楽の味わいによって， そこで供物を献供すべきである。 法




以上は Hevajratantra II.i.8-9への註釈の中で説かれている。 ここでは内的な
護摩として腑の蓮華23を炉として， そこにチャンダー リ ーの火を起こし， 護摩
をするように規定されている。 その際に， 実体のない乳木， つまり観想によっ
て乳木を燃やすように説かれている。 そして， 絶え間ない大勺， つまり途切れ
ることなく大勺で供物を献供することと， 大楽の味わいによって供物を献供す
るように述べられる。 この説明によれば， *Homavidhi で言われる「食べ物を
食べることなど」という内的な護摩とは別の解釈が示されていると理解できる。
しかし *Padminf はタントラの註釈書という性格上， タントラの内容に沿うよ
うに上記のような記述を行ったために， 両テキストに相違が生じたのではない
21 この場合の行為とは精神集中を行うこと， もしくは性的なヨ ー ガのことを指してい
ると思われる。
22 /da ni nail gi bsad bya ste/ /lte bal:ii padmal:ii thab khuil cher/ /de la gtum moI:ii ses rab 
me/ /las kyi rluil gis I:ibar ba las/ /dogs pa med pas sbyin sreg bya/ /phuil po khams sogs 
kun rtog pa/ /lus pa med pal:ii yam sin bsreg /gshom du med p曲i dgail gzar gyis/ /rdsogs 
pal:ii byail chub sems kyi rgyun/ /bde ba chen pol:ii ror sbyor bas/ /de la sreg blugs dbul 
bar bya/ /chos dail gail zag bdag med pal:ii/ /sta gon rab tu gnas par bya/ /stoil pa siiid rje 
dbyer med pal:ii/ /byail chub sems ni de iiid yin/ /don kun sgrub byed sbyin sreg dail/ / 
mchog tu rab tu gnas par gsuils/ (『中大丹』 Vol. 1, p. 1179, 119-p. 1180, 16) 
23 おそらく， 謄に位置している輪 (cakra-) にある蓮華を指していると思われる。
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かと思われる。 また ， 奥山 [1984: 105] によればAbhayakaraguptaは内的な護
摩として二種類の内容を示している。 そ れは先述した よ うに食べ物を甘露とし
て食べ， 腑の炉で焼いて心臓に宿る本尊を満足させるものと脈管と四つの輪
(cakra-) を観想し ， チャンダー リ ーの火を起こして供物 つまり精液を融化
さ せ る も のとされ て いる。 このこ とを参考に考 え れば， *Homavidhi と
*Padminf での記述の違いは Saroruhaの考える 儀礼の内容が変化した わ けで も ，




マンダラ と尊格を留めること 24と 成就法の時に護摩をすべきである。 護摩
の行為がない 時 ， 悉地は生じることはないだろう 。 すなわちすべての行為
を成就するため である門
以上では， どの場面で 護摩を行うかが規定されている。 つまり， マンダラの
造壇の時 プラティシュタ ーの時 そして成就法を行う時に護摩が行われると
されており巴その護摩を行わ なければ悉地は生じ ない と言われていることか
ら護摩と他の儀礼は不可分の関係にある と Saroruhaは考えていたと思われる。
続いて， *Homavidhi では護摩を行う目的として， 息災 C*s恥tika-) ・ 増益
(*pau�tika-) ・敬愛 (*vasya-/ *vas政aral).a-) ・ 調伏 (*abhicara-) /殺害(gsad,
24 プラティシュタ ーのことを指していると思われる。
25 /dkyil l:ikhor dan ni lha gnas d皿/ /sgrub pal:ii dus su sbyin sreg bya/ /sbyin sreg las mams 
med pa la/ /chi.os grub l:ibyuii bar mi l:igyur te/ /las mams thams cad bsgrub p曲i phyir/ 
（『中大丹』 Vol.5, p. 66, 111-p. 67, 12.) 
26 Saroruhavajra著*Hevajramandalakarmakramavidhi ではマンダラを描く際に土地へ線
を引いたりする過程の冒頭で「準備／受認 (*adhivasana-) のその後で日中， 増益の
護摩をすべきである」 (sa sta gon gyi phyi de fiin par rgyas pal:ii sbyin sreg byaI:io 『中
大丹』 Vol. 5, p. 31, 18; p. 944, 17) と述べたり，般若智灌頂が説かれた後で「それから，
マンダラの中央で息災の護摩をすべきであり， それは他で理解されるべきであるか
ら， ここでは書き留めない」 (de nas dkyil桃hor gyi lha la shi bal:ii sbyin sreg bya ste/ 


















、火（（（ 増益 敬愛 調伏 追放 鉤召
円形 四角形 弓形 三角 三角 三角
白 黄色 赤 黒 黒 赤
芥子
dadhi によ















27 頼富[1978]では， Hevajratantra と Kr�i:i.a と Saroruhavajra の護摩儀軌に説かれる炉
の形状を採り上げて，調伏 (*abhicara-) と殺害 (gsad, *marai:i.a-) がテキストによっ
ては置き換えがあることを考察している。 それを踏まえれば， ここでの調伏から殺
害への変更は殺害が調伏の synonym として用いられていると推測される。
28 「それから， 外的なものの説明をしよう。 炉と事物の特徴と成就者と尊〔格〕たち
と成就の手段との五つのあり方となるだろう」 (de nas phyi yi bsad bya ste/ /thab daii 
rdsas kyi mtshan fiid daii/ sgrub pa po daii Iha dag daii/ sgrub pal).i thabs daii mam liiar 
l).gyur/ 『中大丹』Vol. 5, p. 67, 117-8) 
29 紙幅の制限よりロケ ーションのみを示すこととする（『中大丹』Vol. 5, p. 67, 1110-p. 
68, 1 14.)。 項目中の炉の形・色， 方角， 時間， 供物， 乳木に関しては頼富[1978]
で紹介されている。






バラなど バラなど 棘のある 棘のある 棘のある
乳木
の木の枝 の木の枝 木の根か 木の根か 木の根か
の先から の先から ら作った ら作った ら作った



























の水・芥 塩の香（香 塩の香（香 塩の香（香
栴檀の水
水？）

















時間 夕方 早朝 宵のロ
深夜 ・ 正 深夜 ・ 正
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午 午
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4や炉を取り囲むヴェ ー ディ ー （祭壇）もその目的に応じて違いが見ら
れる。 それを纏めるならば， 以下の表の通りである
35
息災 増益 敬愛 調伏 追放 鉤召
炉の標織 金剛杵・
宝石 蓮華 剣 三鈷杵 鉤36 
カルトリ
炉の広さ
lhasta 2hasta lhasta 20ailgula 20ailgula 20皿gula
（幅）
炉の深さ 1 vitasti lhasta 1 vitasti lOangula lOailgula lOangula 
ヴェ ー
ディ ーの 金剛杵 宝石 蓮華 剣 三鈷杵 鉤
標織
上記に付け加えるならば， ヴェ ー ディ ーの大きさと炉からの距離に関して息
災では炉の端から4angula 離れたところに4angula の大きさ， 増益では8angula
離れたところに8angula の大きさ， 敬愛は息災と同様である。 調伏は3angula
離れたところに3angula の大きさであり， 鉤召と追放もこれと同様に説かれて
いる3\





一方で息災は裔さと深さに関してlhasta と半 hasta となるべきである。
3 3  頼富 [1978: 7] では註 32と同様に敬愛と鉤召が密接な関連を持っており， 敬愛から
鉤召が別出されたのではないかと指摘している。
34 hasta は肘から中指の先までの長さ（約50cm), vitasti は親指と小指を張った間の長さ，
もしくは手首から指先までの距離 (12a:rigula), a:rigula は指の幅を表す (la:rigula は
lhasta の24分の 1)。
35 『中大丹』 Vol. 5, p. 68, 113-12. 
36 炉穴の中の四方にはカトヴァ ー ンガ杖と善逝の外的な標識を配置するように説かれ
ている。（『中大丹』 Vol. 5, p. 68, 119-1 1.) 
37 『中大丹』 Vol. 5, p. 67, 1 19-p. 68, 13. 
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増益は高さと深さ に関して2hasta と lhasta が考えられる。//7//
殺害は高さと深さに関して20ailgula と半分 (lOailgula-) となるべきである。/38
以上で見られるように同タントラには息災と増益と殺害という三つが説かれ




。 息災 の護摩に関しては広さがlhasta で深さが1vitasti の円形で炉の底に
翔磨金剛を描くように言われ， ヴェ ー ディ ー については4ailgula 離して4ailgula
の大きさと説かれる。 増益 の護摩についてはタントラにあるように広さ2hasta
と深さlhasta で， ヴェ ー ディ ーは8ailgula 離 れたと ころに8aiigula の大きさで
作るように説かれる。 炉の底に何を描くかは説かれない。 タントラでは殺害
(maral).a-) となっているが *Padminfでは殺害 の護摩だけでなく調伏の護摩と
しても説明されており， 彼の理解では両者は同質のものとされていたと推測さ
れる。 炉の大きさとしてはタントラの文言通り20ailgula と lOailgula とされ，
ヴェ ー ディ ーは3ailgula の大きさとして説かれているが炉の底に描く標織につ
いては説かれない。 敬愛や鉤召については炉の大きさやヴェ ーディ ー に関する
註釈はなされていない




れる。 大勺と小勺の取手はlhasta の長さで下部に金剛宝が付けられる。 大勺の
幅は4ailgula, 深さが2ailgula であり， 上部には金剛杵が付いている。 4ailgula
の幅をした大勺の端に金剛杵， 間に蓮華の葉の形状をしたものが付いている。
38 santike vartulaqi kul).<;laqi caturastaqi tu pau�tike/ trikol).atµm血ve proktaqi se�an atraiva 
sadhayet//6// ekahastardhahastaqi va lihordhve tu領ntikaqi bhavet/ dvihastam ekahastaqi 
ca adhordhve pau�tikaqi matam//7 // viqisatyailgulam ardhaqi ca adhordhve maral).aqi 
bhavet/ (Fallow&Menon [1992: 149] , Snellgrove [ 1959: 42] , Tripathi&Negi [2001: 
133] ; [2006: 105]) 
39 「残りをまさにそれによって完成させるべきである， というのは， 敬愛と鉤召と争
うことと追放などである」 (/lhag ma de fiid kyis bsgrub bya shes pa dbail dail/ dgug pa 
dail/ 9thab pa dail/ bskrad pa la sogs pa90/『中大丹』 Vol. 1, p. 1 177, 1119-20.) 
40 紙幅の都合により原文， 試訳は示さず， ロケーションのみを示すこととする。『中










いるがそれ以上の説明はされない。 Jyotirmafijar「や Vajraq,akatantra における護
摩儀礼では， 成就者が身に着ける衣や坐， 坐法， 心理状態などに関する記述が
ある43。 また *Padminf にもそれぞれの目的に応じて行者が身に着ける衣の色な








ここではそれ以上の説明はなされていない。 また *Padminf にも同様の記述は
なされていない。 桜井 [2013 : 34] では， 世間に住する火天， 行者の生起した
41 『中大丹』 Vol. 5, p. 70, 112-7. 
42 護摩のすべての資具は自分の右に配置すべきである。 金剛杵と同じく鈴と闘伽の器
は左に置くべきである。 大勺と小勺と御バタ ー は前に置くべきである。 調伏
(abhicara-) においては， 逆である。 すべてはまた香から置くべきである」 (/sbyin
sreg yo byad thams cad ni/ /bdag gi gyas su dgod par bya/ /rdo rje de bshin dril bu dati/ / 
mchod yon snod ni gyon du gshag /dgati gzar dati ni blugs gzar dati/ /mar ni mdun du 
gshag par bya/ /mtion spyod la ni go bzlog pal_io/ /thams cad kyati ni bsatis nas gshag/ 『中
大丹』 Vol. 5, p. 70, lll4-18.) 
43 奥山 [1999 : 183], 杉木 [201 0: 67-68], Skorupski [199 4: 226-224] を参照のこと。
44 l_idir ni lha ni mam gsum ste/ /bsgreg bya len dati las byed dati/ /mchod par bya bal_ii me 













それから， 洒水 (bsail gtor; *prok�al).a-) を行う。 この場合， まずは洒水器





その場所に hiirp. より生じた炉口を思念する。 炉口の形は息災など行う修法
に対応するものを思念するように規定される。 それから炉口の中央に八葉の蓮
華を観想し， 五相現等覚によって金剛薩埋を生起させ， 金剛薩唾が変じた rarp.
より火天を思念する。 ここで観想される火天の姿は， 三面六臀で明妃を抱擁し
ている。 右の二臀は杖と施無畏印， 左の二臀には数珠と水差しを保持している。





45 『中大丹』 Vol. 5, p. 71, 13-p. 75, 119 
46 三摩耶の火天という文言はここには見られないが， この次に「智の火天」という文
言が見られることと観想の内容そしてこの成就の手段という枠組みの最後の撥遣
の後で「それから， 三摩耶火天は火の姿となったと構想する (/de nas dam tshig me 






られるマントラは Hevajratantra IT .i.11に説かれるマントラ47であり， 印は右で
施無畏印をなし， 小指と薬指と中指を曲げる。 その後障碍を駆逐し洒水を行
い，jal_ihutµvatµhol_iを唱えて， 鉤召・引入・束縛・喜ばせることを火天に対
して行う 48。 次に， 火天をその胸にある種子の光線によって如来たちを促して，
灌頂する。 息災では毘慮遮那増益では宝生， 敬愛・鉤召では無量寿殺害な
どでは阿悶が灌頂によって宝冠に生じる。 それから洒水などを奉献し， 火天の





は， 火天のマントラで代用される。 そして， 火天の身体各処等に供物を奉献し，
洒水を奉献して讃え， 火天による灌頂がなされる。 ここで乳木は光の輪に， 胡
麻と乳粥と凝乳は手に， クシャ草とドゥ ールヴァ ー草は頭の宝冠に， 大麦と小
麦と米とマーシャ豆 (mon sran, *ma�a-) と小石が顔に， 息災の供物は顔に，





引入・束縛・喜ばせることを行う。 招請した智マンダラによって， 灌頂し， 漱
口水と闘伽を奉献するように説かれている。 尊格たちをhutµ として舌に布置
して供養し， 最後に満勺供によって奉献する。 この場合， 唱えるマントラの終
わりに， 息災などの修法に応じたマントラが付加される。 それから洒水の奉献
と讃嘆を行い， 甘露の享受がなされる。 そして， バリを奉献し， 残った供物は
4 7 orp. agnaye mahateja]:i sarvakamaprasadhaka/ karuI_J.yakrtasatvartha asmin sannihito 
bhava/ agnyav曲anamantra]:l//11// (Fallow&Menon [1992: 150] , Snellgrove [1959: 
















·Muktavalf: Tripathi & Negi [2001]
·Hevajratantra: Fallow&Menon [1992], Snellgrove [1959], Tripathi&Negi [2001];
[2006]
·*Hevajratantrapaガfjikapadminf-nama
Tib: Toh.1181, Ota. 2311, 『中大丹』 Vol.1, pp. 1105-1226.
·* Homavidhi
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On Worldly Benefits in Late Indian Esoteric Buddhism 
Yukihiko MATSUMURA 
In India, esoteric Buddhism flourished for about one thousand years. One of the means by 
which to classify Indian esoteric Buddhism is via three periodic groups. These three groups 
are the early period (3rd -7th centuries CE) , the middle period (7th -8th centuries CE) , and late 
period (8th -13th centuries CE) . The purpose of this paper is to take a general view of rituals 
for worldly benefits in late Indian esoteric Buddhism. A particular example examined here is 
the fire ritual text written by Saroruhavajra. 
We may put forward the fire ritual (homa-), rituals of installation (prati�tha-), and the 
process of meditative realization (sadhana-) as the main rituals for worldly benefits in late 
Indian esoteric Buddhism. The fire ritual (homa-) involves burning small pieces of wood 
and other offerings on the altar to invoke divine assistance. The rituals of installation 
(prati�thふ） for the purpose of having a specific deity reside in a particular object or 
location, such as a statue, an image or a temple. The process of meditative realization 
(sadhana-) is the visualization by which the practitioner achieves the highest stage as a 
yogi. It also, however, has an aspect of achieving worldly benefits. This involves the 
practitioner sending forth deities to other beings by means of visualizations, bringing some 
benefit to that other being or beings, then bringing the deities back to the location of the 
ritual. 
There are various types of rituals for worldly benefits: the peaceful rite (santika-) , the 
enriching rite (pau�tika-), the subduing rite (vasya/vasikaral).a), the dispersing an enemy 
rite (abhicara-) , the slaying rite (mar叩a-), the expelling rite (uccatana-), the inviting rite 
(akar�al).a-), the paralyzing rite (stambhana-), the causing hatred rite (vidve�al).a-), the 
confusing rite (moha-) and so on. These are all chiefly practiced via the fire ritual, though 
they vary in aspects such as the shape of hearth used, the kinds of offerings made and the 
kindling charcoal used. 
I provide an overview of the contents of the fire ritual text written by Saroruhavajra. He 
explains the fire ritual via three classifications; the exterior, the interior and the highest. He 
did not explain the interior and the highest homa- rituals in detail. The exterior fire ritual is 
explained in terms of a fivefold framework consisting of the hearth, the nature of the 
offerings, the practitioner, the deity, and the means of accomplishing the ritual. He then 
explains the visualization of the fire deity (agni-) within the aspect of the means of 
accomplishing the ritual. Through this visualization and presenting of offerings, the votive 
request may be successful. 
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